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令和８年４月

 

市道橋補修設計業務（今堀１号橋）

契約締結日の翌開庁日から令和8年11月30日まで
委託期間

大津市浜大津三丁目

市道橋補修設計業務（今堀１号橋）



設計書

市道橋補修設計業務（今堀１号橋）

単位 数量 業者A 業者B 業者C 業者D

式 1 446,237 322,520 365,177 501,000

　現地調査 式 1 527,236 403,700 448,452 321,250

　調査結果の分析 式 1 350,080 179,070 199,776 123,160

　補修設計 式 1 1,261,507 1,032,550 697,274 545,930

　概算工事費算出 式 1 236,450 189,350 118,225 193,800

　関係機関との協議用資料作成 式 1 192,750 186,450 165,515 96,040

　報告書作成　 式 1 267,715 169,000 267,715 132,840

　照査技術者による照査 式 1 140,175 245,800 140,175 160,200

式 1 365,600 365,600 245,400 365,600

3,787,750 3,094,040 2,647,709 2,439,820

式 1 281,000 256,000 239,000 230,000

式 1 23,862 19,492 16,680 15,370

式 1 7,700 10,000 13,000 12,150

式 1 5,500 8,000 10,000 10,000

式 1 44,000 55,000 30,000 28,000

362,062 348,492 308,680 295,520

4,149,812 3,442,532 2,956,389 2,735,340

※電子成果品作成費については、設計業務等標準積算基準書 （一財）経済調査会より算出している。
※旅費交通費については、設計業務等標準積算基準書 （一財）経済調査会より率計上している。

4.0

1.異常値の判定

　１業務当りの合計額より判定する。

( 4149812+3442532+2956389+2735340 ) / 4 = 3321018

(下限)＝ = 3321018×0.7 = 2,324,713 円 (上限)＝  = 3321018×1.3 = 4,317,323 円

2.各費用の算定方法

　１）異常値を排除した１業務当りの合計額の平均より業務単価を算定する。

　　　 　業務単価＝（正常値合計）/4＝ 3,321,018

※最大有効桁数7桁 　 ≠ 3,321,018

　２）異常値を排除した直接人件費の小計額の平均より直接人件費を算定する。

　　　直接人件費＝（正常値）/4= 2,992,329

※最大有効桁数7桁 ≠ 2,992,329

0 0

　３）１）及び２）で算定した価格により直接経費を算定する。

直接経費＝業務単価-直接人件費＝  = 3321018-2992329 = 328,689

※端数処理は行わない。

3.間接費

　その他原価 　直接人件費*0.35/（1-0.35）＝ 1,611,369

　一般管理費等 　(業務原価)*0.35/(1-0.35)＝ 2,656,090 - 8,477 ※端数調整 = 2,647,613 円

4.業務価格

4.業務価格(まるめ）

5.消費税相当額 10%

6.業務委託料

　中性化試験

直接経費

7,580,000

758,000

8,338,000

平均値：

正常値：

異常値： 無し

7,588,477

異常値判定（※は異常値）

小　計

合　計

1検体

1検体

1箇所　コア採取（復旧・鉄筋探査含む）

詳細設計

率計上　宿泊無

  電子成果品作成費

　旅費交通費

　一軸圧縮強度試験

4回

小　計

　打合せ協議

備 考業 務 区 分

　計画準備

直接人件費


